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はじめに
わが閣の放送教育
全 般 を 見 渡 し て 常 に 感 じ る
の は 、
それが放送業界、
教 育 界 と い う 二 者 間 の
陪 題 に 過 ぎ ず 、
かつて米国において、
こ の 分 野
で大きな役割を果たしてきた民間財団(フォード、
カ ー ネ ギ ー な ど )
の 視 点 が 欠 け て い る こ と
である。
これはひとえにわが国における民間財
団 側 の 沈 黙 の せ い で あ る よ う に 思 う 。
そしてそ
れは、
財 団 側 の 努 力 不 足 と い う こ と も あ る が 、
それよりも、
「いいことをしていれば、
必ずい
つか人は気づいてくれる」とい
う、
何 と も ア ジ
ア 的 な 信 念 の せ い に よ る と こ ろ が 大 き い の で はな い だ ろ う か 。
そこで本稿では、
そのような民
間 財 団 で 働 く 者 と し て 、
こ れ ま で 教 育 と メ デ ィ
ア の 分 野 で ど の よ う な 取 り 組 み を し て き た か ということを踏まえながら、
将来展開 に つ い て も
合 わ せ て 紹 介させ
ていただきたい。
財団のこれまでの活動について
筆 者 の
勤務する笹川平和財閤(
SPF)
は 、
圏内問題
よりは、主として国際的な開題を扱う民
間 非 営 利 団 体 と し て ユ
ニークな存在
で あ る が 、
このSP
Fが放送教育の分野に初めて乗り
出 し
たのは…九九
一年のことである。
ソビ
エト連邦
の 崩 壊 を 受 け 、
ボ i ラ ン ド 、
チ ェ コ 、
ス ロ パ キ
ア、
ハンガリーなど中欧の国々では当時、
経済
シ ス テ ム 変 革 の 深 刻 な 必 要 性 に 直 面 し て い た 。すなわちこれらの国々では、
冷戦時代の社会、主
義計画経済をかなぐり捨て、
西 欧 型 の 市 場 経 済
へのスムーズ
な 移 行 を 自 指 し て お り 、
国 民 に 市
場 経 済 シ ス テ ム を 浸 透させること が 緊 急 の 課 題と な っ て い た の で あ る 。
spFではこのような状況を受けて、
慶熔義
笹川平和財団(SPF)主任研究員
大西野
富一
塾大学の監修のもと、
『市場経済のしくみ』
と
いう教育番組を制作した。
実 際 の 制 作 に は 鮒 電
通があたり、
一 回 一 二 O 分 、
六回分のテレビ番組
と 、
番 組 に
対 応 し た テ キ ス ト ブ ッ ク の 双 方 が 完
成した。
六回分の構成は以下の通りである。
第一
話
市場のメカ
ニズム①1お屈をひらくj
第二話
市 場 の メ
カ ニ ズ ム ② i 競 争 は 准 の た め i
第三話
会融機関のはたらき
第四話
イ ン フ レ からの競却
第五話
生旅性?とは伺か?
第 六 話
商売を
発展させる
なお、
ど の 聞 も 四 人 家 放 の お 母さんを主人 公
とするストーリー仕立てとなってお
り、
経 済 学
の 初 歩 が わ か り や す く 身
につくようになってい
るのが特色である。
例えば第
一話は、
。 ハ ー ト 先
をリストラで
解パ脱されたお母さんが、
家 族 の 励
ましを受け、
自 分 で ケ ー キ 屋 を 閉 居 す る く だ り
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が描かれている。
この中で彼女は、
自 分 の 作 っ
た ケ
iキに売値をつける必要性に迫られるが、
そこで彼女は市場におけるものの値段が、
原備
と利益とで成り立っていることを学ぶのである。番組の内容はわが盟でなら小学校高学年でも理解 で き る 程 度 で あ る が 、
対象国では主に高技生
レベルの視聴者をターゲットとした。
spFではこの番組の制作費はもちろんのこ
と、
それぞれの盟での番組・テキスト翻訳費、
各国語での数万部単位のテキストの印刷代などを 助 成 し た 。
そして一九九二年五月、
ハンガリ
ー で の 全 国 放 映 を 皮 切
りに、
順次他の三か国で
も放映を実施することになったのである。
幸い
に も こ の 試 み は 各 国 で 大 反 響 を 呼
び、
その後間
ベトナム向けのテキスト(左)と
カンボジア向けのテキスト(右)
じヨiロツパのバルト三国、
スロベニア、
には東南アジアのベトナム、
カンボジアなどで
も相次いで放映されることになった。また、我々研究者にとってさらに興味深いのは、
これらの
国々のいくつかで一般視聴者に番組がどのように受容されたか
を調査していることである。
本
稿ではその中で、
日本と関じくアジアの一員で
あ る ベ ト ナ ム の 例 を 紹 介 し よ う 。
ベトナムには居内の一四歳から二八歳まで、
約七OO万人
という構成良をもっベトナム背年
組 合 と い う 全 国 組 織 が あ る 。
番 組 の 放 映 は 一 九
九六年八月であったが、
spFではその前月の
七 月 、
この青年組合を通じ首都ハノイ、
タイグ
エンなど園内六地点で無作為に計三OO名を選定し、
番組で扱うトピックについての理解度調
査 を 行 っ た 。
さらには番組終了後の…0月、
上
記と問じ一ニOO名の視聴者に陪じ質関を
し 、
番
組による理解度向上の比較諒査を行った。
その
(結果、
例 え ば 「 イ ン フ レ と は 伺 か ? 」 と い う 質
問に正しく答えられたの
は、
放送前には二割で
あ っ た の が 、
放送後には八割となるなど大幅な
知識の向上が見られた。
ハノイでの調査には筆
者も同行したが、
若者の学習熱は大変なもので
あ っ た 。
特にテキストブックつきの教育番組放
映 は こ の 国 で は 初 め
て の 試 み で あ っ た た め 、
こ
の 謹 の 教 育 番 組 へ の 渇 望 は ( 特 に 途 上 自 で は )大 変 な も の で あ る こ と を 実 感 し た し だ い で あ る 。
さ
ら
儒揺器密器密
臨司
戸川川SL%54山八社51ていゆり
半4Ah」?fvン?1
打、、
ふι
シミュレ!ションソフト開発を支堕してきでお
なお、
この調査結果はベトナム国営テレビ局、
政府教育訓練省関係者の聞で貴重な資料となっている。舎後の展開について
さてこのような各国での好評を受けて、
S P
Fとしては今後、
教育とメディアという分野で
どのような取り組みをしていくのかについて最後に触れておきたい。
まず番組の放映は、
ヨ ー ロ ッ パ で は ブ ル ガ リ
ア 、
ルーマニア、
モルダピアなどの国での実地
オ局を訪ねて担当者にインタビュiした限りで
46 
ベトナムでの開き取りのようす(19961'手1O.F:l) 
ヤンマ!での実施が既に決定している他、
中国
り、
これがそろそろ実用段階に入りそうである。
でも放映交渉に入った。
一 方 、
東 南 ア ジ ア の 途 上 国 で は こ の よ う な 番
番組の放映以外の取り組みという点では、
ヨ
組制作のための
技 術 が 必 ず し も 成 熟 し て おらず、
!ロツパでのアプローチとアジアでのアプロi
ヨーロッパ諸国のように資金的な助成だけでは
チとは違ったものになっている。
ソフト、
ハ i
すまないのが実情だ。
そのため、
ベ ト ナ ム 、
ラ
ド再面でインフラの整ったヨーロッパでは、
チオ
ス、
カ ン ボ ジ ア 、
ミャンマーを
対象として、
エコ、
スロパキア、
ポiランド、
ハンガリーと
教育番組制作の担当者を訓練することから始め
もその後の教育番組作りの資金的な支援に乗り
る予定である。
途上国を対象としたこの種の短
出しており、
現代
日本の経済活動に関する教育
期トレーニングプログラムは、
わが悶でもNH
番組シリーズ
を各国が独自に制作している。
まK
が支援をし
ているの
だが、
日本とこれ
らの
た、
高校生が直接授業で利用できるものとして、
国々とでは事情が違いすぎることがしばしば指
ビジネスを始めるため
の ゲ i ム 風 コ ン ピ ュ ー タ
摘される。
筆者がこれらの国々のテレビ、
ラジ
355EZ自国55555555555523555352EZ
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同そ
っじようのじん、と読む。
に小さな領地を与え「宋」
と名
が、まだ隊列が婆わない。参謀
ようなことはしない」。
一
一
不必要なまでに人に情けをかけ
付けたO{は家のこと、散らば
は再度攻撃をすすめたが、褒公
気位ばかりが高くても、負け一
て、かえって自分がひどい自に
った木の校を一か所に集めてし
は動かなかった。
てしまってはなにもならない、
同
あうことをいう。中留の古典「春
まい込むという意味だそうだ。
楚箪の隊列が繋ったところで、
という教訓とされている。
開
秋左氏伝」に出てくる。
それから四OO年、今度は周
袈公はようやく攻撃を命じた。
でも、われわれ戸、とっては、
問
中国の古代、黄河の下流デル
が麻のごとく乱れたo春秋戦間
しかし
、はじめから小勢の宋箪
武士は食わねど高楊札、に相通
一
個タ
地帯に献という閣が栄えた。
持代の始まりだ。
は、正面攻撃で 楚の大軍の敵
じる気がする。とっくに失われ一
一れ
文字を千、脊銅器を使つて
中宋
の褒公開般の栄光を夢見
では
なかった。大款を喫して、
た日本の武士道を思わせる言葉一
れ国
史上初の一大文明を築いた。
て楚との戦いに決起した。紀元
褒公も深手を負ってしまった。
でもある。そう思って見院すと、間
一
民だ
が、酒池肉林で悪名高治
前六三八年、北上してきた楚の
非難に答えて装公三一口った。
こんな裟公に、なーとなく郷愁
一
間
訪日
のとき 商方から攻めてきた
大箪が宋箪の面前で国壌の川を
「君子たるもの、傷を負ったも
さえ感じてしまう
c
一
雲
閣のきに滅ぽされた。紀元前
渡り始めた。隊列が乱れた を
のをさらに痛めつけず、老兵は
数だけが目当ての自訟の問一
一
イ
一O六六年のことである
見て参謀が攻撃をすすめた。だ
捕虜にもしない。昔、亡悶の
きを仇ていると、裏 の爪の垢一
出周
はレベルの高い殺人たちを
が、裏公はうんと一言わない。よ
子孫だカ、隊列を乱している敵
でも煎じて飲んでは と守口いた
間
一
口懐
柔するため、般 王族の一人
つやく川を渡り終わった禁だ
に向かって、撃の太鼓を打
くなるが。
(日本大学長)醐
E55E255EZE
& 
p
gg 
松岡新党
の
裏
』宮
司、
そこで、
も、
そ の よ う な 意 見 が 多 か っ た 。
(遠踊教育財団、
カ セ サ l
ト大学) 発展段階の近いタイ
これらのトレーニング
を起点として、
を実地していくことにした。
おそらくこのような活動をしている民間の財
団はわが国には皆無であろうし、
また助成のた
探りで進めて
いるのが現状である。
まだまだ手最後に、
皆
今後また機
めの方法論も確立していないため、会があれば、 様 からのアドバイス を 期 待 し つ つ 、
新規事業の進ちよく
状 況 も 含 め て
ご報告することを
約束して筆を置きたい。
トムFn，
紋送教育1999.847 
